
 

 

 

 

「３ケ月」前と後では天国と地獄 
 

あるお母さんが債権者からの請求（督促状）を持って相談に見えまし

た。離婚した夫が亡くなりました。母親は離婚により縁が切れ相続人と

はなりません。だが子供は血がつながっているので相続人となります。

債権者は子供達に父親の借金を請求してきました。 

相続放棄は、死亡を知ってから３ケ月以内でなければ出来ません。亡

くなってからではなく、亡くなったことを知った時から３ケ月です。こ

のことは相続放棄の実務では大きな意味を持ちます。 

離婚の原因はギャンブルです。別れた夫の生活を考えると他にも隠れ

た借金が出てくる可能性があります。すでに亡くなってから１０ケ月が

過ぎています。 

子供達は債権者からの請求で父親の死亡を知りました。「死亡を知った

時から３ケ月」つまり督促状の消印から３ケ月が勝負です。幸い子供達

も成人しているので特別代理人の選任は不要です。 

お母さんの相談が早かったので司法書士をコーディネートしセーフで

した。もし督促状が届いてから３ケ月が過ぎてしまったら手遅れです。

子供達は父親の全ての借金を背負わなければなりません。 

隠れた借金や保証債務はいつ表に出てくるか分かりません。時限爆弾

をかかえているようなものです。家庭裁判所から「相続放棄申述受理通

知書」が届いた時のお母さんの安堵の表情が印象的でした。 
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 相続の専門家も負債相続には積極的に取り組みません。資産家の相続

の相談に乗っているほうがよほど儲かる、といったところが本音です。 

塾長を務めている野口塾の塾生に司法書士の椎葉基史さんがいます。

日本では数少ない負債相続に特化した専門家です。これまでに２５００

件以上の負債相続を解決した「相続放棄」のエキスパートです。 

弁護士や税理士もほとんどが手掛けたことのない、限定承認にも積極

的に取り組み、一昨年に全国で初めて限定承認専門の相談窓口「限定承

認相談センター」を開設しました。 

最近は著書「相続放棄が分かる本」をポプラ社から出版しました。負

債相続の実務書はなかなかありません。貴重な一冊です。 

相続対策で大きな借金をしてしまった人、連帯保証人になっている人、

自社の個人保証をしている人、弁護士や税理士なども必読です。 

 負債相続で悩んでいる人は数多くいます。３ケ月を過ぎてしまったか

らと玄関払いされ、ワラをもつかむ思いで相談に見えます。  

３ケ月が過ぎてもあきらめないこと！彼のような専門家につながれば、

状況によっては数年後でも相続放棄が認められるケースがあります。 

著書の一節です。「社会の陰に光をあてる。これは司法書士としての私

のモットーです。多くの人が苦しんでいるのにもかかわらず、世の中か

ら置き去りにされている問題に正面から立ち向かっていくこと、それが

私なりの社会貢献だと思っています。」いい言葉ですね。 

１７年をむかえた野口塾は、あらゆる分野の専門家が集まった、他に

はない相続の実務家集団です。全員が資格と人格に相談者の痛みが分か

る心を持っています。３４名の塾生は私の誇りでもあります。 


